
家 庭 防 災 員
研 修 テ キ ス ト

このテキストは、家庭や地域を災害から守るために役立つ
知識をまとめたものです。

● 研修のテキストとして
● 皆さんのご家庭の防災の手引きに
● 地域での「防災虎の巻」としてご活用ください。

～お知らせ～

よこはま防災e-パーク

よこはま防災e-パークは、いつでも、どこでも、オンラインで防災
を学べる学習コンテンツです。
「よこはま防災e-パークで検索していただくか、下記の二次元
コードからアクセスしてご利用ください。
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― 家庭防災員研修制度とは ―
□ 研修制度の目的

家庭防災員研修制度は、自助から始まり地域防災の担い手にもつなげる研修制度

です。一人でも多くの市民が本研修を受講し、防火防災に関して、必要な知識及び技

術を身に付けることを目的としています。

□ 家庭防災員研修の内容
災害に備えるにあたり、必要な知識と技術を身に付けるため、次のような研修を実施

しています。

選択制

２

区分 主な内容

防火研修
住宅防火対策（出火防止など）
通報と避難
初期消火

救急研修

救急のしくみ
予防救急
応急手当
救命処置要領

地震研修

地震の知識
地震への備え
地震時の対応
地震の事例と教訓

風水害研修

風水害・土砂災害の知識
風水害・土砂災害への備え
風水害・土砂災害への対応
風水害・土砂災害の事例と教訓

災害図上訓練
（ＤＩＧ（ディグ））研修

災害図上訓練（DIG（ディグ））

スキルアップ研修
各区の実情・家庭防災員の要望に応じた
スキルアップのためのカリキュラム



□ 家庭防災員制度の変遷
 昭和43年に、毎月15日を「市民防災の日」と定め、地域・職場等で防災活動が活発
に行われてきました。その活動の中から、「ママさん防災点検員」など防災の仲間が各区
に誕生し、自主的な活動が始まりました。

 翌年44年９月15日、こうした活動を全市的なものにという気運が高まり、約2,000人
の方々による「家庭防火（防災）予防員」が誕生し、昭和49年以降、全市で毎年5,000人
を目標に市長による委嘱を開始しました。

 制度発足15周年（昭和59年10月）を契機に名称を見直し、日ごろ親しまれていた
「家防員」の呼び名に合わせ、「家庭防災員」としました。

 平成22年度には、それまでに自然災害が多く発生したことで「共助」の重要性が高
まったことや委嘱者数の減少、自治会町内会の負担軽減等の理由から制度の見直しを行
い、「自助から始まり地域防災の担い手にもつなげる研修制度」として、運用しています。

３

昭和43年
毎月15日を「市民防災の日」と定め、その活動の中から、「家庭防災
員（戸塚区）」「ママさん防災点検員（神奈川区）」などが各区で誕生

昭和44年 制度の発足 約2,000人が「家庭防災予防員」として誕生

昭和49年 以降、全市で毎年5,000人を目標に委嘱

昭和59年 名称を「家庭防災予防員」から「家庭防災員」に変更

平成13年
家庭防災員の要件を市民に変更（男性の委嘱を可）
研修内容を充実（「救急教室」に普通救命講習を取り入れるなど）

平成15年 趣旨に「防災の輪を隣近所にひろげる」ことを付加

平成16年 募集（推薦・公募）併用制を実施

平成18年

「研修奨励費」を「自主活動奨励費」に変更
外部有識者を交えた「家庭防災員制度検討委員会」の提言に基づく
見直し
・ 委嘱数を地域の要望により柔軟に対応
・ 研修制度を「研修（４教室）」と「自立学習」の二本立てに
・ 家庭防災員のシンボルを「防災コート」から「帽子」に変更

平成22年
家庭防災員制度の見直し（委嘱、研修内容等）
・ 委嘱の廃止
・ 研修制度のあり方や内容を見直し（スキルアップ研修の導入など）

平成23年 家庭防災員制度の見直しに伴う施行実施

平成24年 新たな家庭防災員制度の本格運用

令和５年

研修受講者の募集方法を自治会町内会からの推薦に加え、個人によ
る受付を開始
家庭防災員自主活動補助金制度の見直し
 ・ 家庭防災員に限定した個別の補助制度を廃止
・ 家庭防災員をはじめとした地域の皆様の活動を総合的に支援する
地域防災活動支援事業を開始



４

□ 家庭防災員自主活動とは

１ 概要

家庭防災員が主体となり、地域の防火・防災の活動のために行う研修、訓練、調査研

  究活動などの自主的な活動です。

２ 実施者
      家庭防災員又はそのグループ

【 自主活動事例 】
  ①災害時の要援護者（肢体不自由・視覚障害）の移動支援講習

  ・ 講師を招き、災害発生時における要援護者の支援ポイントについて講義を受ける。

 ・ 車椅子介助やアイマスクをしての歩行体験など、支援する側と支援される側に分

         かれ実技講習を実施

②地域防災ハザードマップの作成

 ・ 町内及び隣接する地域をグループで歩き、一時避難場所、耐火建築物、木造建築

     物、病院、消火栓等、災害に役立つ施設の場所や状況を調査

 ・ 耐火建築物、木造建築物を色分けし、消火栓や防火水槽などをマークするなど、調

     査した結果をA３のマップにまとめ、町内に配付











(4) コンセント・プラグ・コード

【コンセント・プラグ・コードによる火災の主な事例】

・ 壁のコンセントに冷蔵庫の電源プラグを何年も差し込んだままにしていたため、ト

          ラッキング現象を起こして、電源プラグから突然炎が噴出した。

・ 電気コードが家具の下敷きになったまま使用していたため、踏みつけられた部分が

          損傷しておりショートした。

・ テーブルタップに電気ストーブと電気カーペットなど複数の器具をつないで使って

いたため、テーブルタップの許容電流を超え、コード部分が熱を持ちショートした。
【トラッキング現象】

電気製品等のプラグの差し刃と差し刃の間は、通電しないように合成樹脂で絶縁されています。

しかし、その部分に水分を含んだホコリ等の電気を通すものが付着した状態で使用を続けると、徐々に絶縁物

の合成樹脂が導体へと変質（電気が流れる状態になる）し、炭化導電路（電気が流れる回路）が形成されます。

プラグの差し刃と差し刃の間で絶縁が破壊され、電気が流れる状態になると、その部分で短絡（ショート）を起

こして出火に至ることがあり、これをトラッキング現象と呼んでいます。

この他にも、トラッキング現象は、経年劣化や使用方法不良による劣化により絶縁機能が低下することによって発生するた

め、使用年数が５年以上経過しているものや、使用年数が浅くても熱を持っているものは使用せず交換することが重要です。

出火防止のポイント

しっかり抜き差し、大掃除の際などに定期的な点検を！
    プラグが熱くなったらその器具は使用しない！
     ・ 電源プラグの抜き差しを行う際は、必ずプラグ本体を持って抜き差しする。

・ 電化製品が未使用であれば電源プラグを抜く。

     ・ プラグはコンセントと緩みがないか、しっかり差し込まれているか点検する。

     ・ コードが家具等の下敷きになったり、押し付けにより傷つかないようにする。

     ・ コードを束ねたり、ねじれたまま使用しないようにする。

・ コンセントやコード、テーブルタップには使用できる電気量（許容電流）に制限があるた

     め、表示された電気量を確認して使用する。
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ごみは指定された日時、
場所に出す

家の周りは整理整頓し、
燃えやすいものを置かない

家の周りは照明等を
点灯し明るくする

物置や車庫には鍵をかける

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！住宅防火対策～放火対策～

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kaji/?q=1120

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！住宅防火対策～電気火災編～

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kaji/?q=1118







【 どこで購入できるの？ 】

家電量販店・ホームセンター等で販売しています。

自分で取り付けることが困難な高齢者世帯や障がい者世帯には、消防職員が取

付支援を行います。

【 点検方法とお手入れ 】

１ 点検方法

(1) 警報停止ボタンを押す、または引きひもを引っ張る。

(2) 警報音（ブザー又は音声）が鳴ります。

警報音が鳴らない場合は、電池切れや故障の可能性が

あります。

※異常がある場合は、お買い上げの販売店又はメーカー

のお客様相談室等に相談してください。

※住宅用火災警報器は、多くが電池で動いています。いざという時、正常

に機能するように、定期的に機器の点検を実施し、10年を目安に機器を

交換しましょう。

２ お手入れ方法

布等に水または家庭用中性洗剤を浸し、よく絞って汚れを拭き取ってくださ

い。（故障の原因となりますので、警報器の内部に水が浸入しないように注意

してください。）

(2)  住宅用消火器

住宅用消火器は蓄圧式で、液体タイプ及び粉末タイプがあり、外面が赤色以外の

ものもあります。（詰め換えはできません。）

ア 消火器の購入

消火器は、ホームセンターや防災用品店等で購入することができます。最近で

は、購入時に古い消火器を引き取りしてくれるところも増えています。

消火器を購入する時は、必ず「国家検定合格品（検定合格表示）」を購入してく

ださい。

イ 消火器点検のポイント

消火器本体には、安心して使用できる期間又は期限が表示してあります。メー

カーにより違いはありますが、業務用消火器で８年程度、住宅用消火器は５年程度

となっています。しかし、消火器は未使用でも管理状況等によっては、劣化が進み、

使用すると危険な場合もありますので、次のような消火器は使用せず、交換するよ

うにしましょう。
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！住宅用火災警報器～点検・交換編～

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kaji/?q=1123















(2) 携帯電話による通報のポイント
携帯電話による通報は、横浜市内からかけた場合でも、他の消防本部につながる

ことがあります。他の消防本部につながった場合は、横浜市消防司令センターに転送
されます。

携帯電話で通報する場合は次のポイントに注意してください。
ア 自分の現在位置が分かっている場合は、「市町村名」から「住所」及び「建物名

称」、「名前」を伝えてください。
イ 自分の現在位置が分からない場合は、市町村名等及び目標となるバス停や交差

      点・コンビニエンスストア等の目標を伝えるか、近くの人に住所を聞いてください。
ウ 通報者の名前を伝えてください。
エ 消防隊員等が場所等の確認のため、連絡する可能性があるので、電話に出られる

          ようにしておいてください。

(3) その他の通報要領
ア Net１１９緊急通報システム

スマートフォン等の携帯端末から、文字情報で１１９番通報を行うことができるシス
テムです。聴覚障害や言語障害があるなど、音声による１１９番通報が困難な方が、
いつでも、全国どこからでも文字による緊急通報（火災や救急などの通報）を行う
ことができます。

・ 利用対象者
横浜市内に在住、在勤、在学の方で、音声による１１９番通報が困難な方が対

象です。
※障害者手帳の有無は問いません。

【 Net１１９を利用した通報イメージ（スマートフォン） 】
・ 登録方法

               横浜市のホームページで登録規約を確認の上、登録してください。  
https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-
bohan/shobo/kasaisonae/119/netfax119.html

イ FAX１１９番通報
電話による１１９番通報が困難な方等が、緊急事態の発生した時に

          FAXを利用して、通報できるシステムです。
FAX１１９番通報の番号は、局番なしの「１１９番」です。

防
火
研
修

19

①「救急」「火事」
「その他」の別を選択

②「自宅」「現在地」の
別を選択

③具合が悪い方を選択
し、スライドして通報
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１ 救命処置の重要性

心臓や呼吸が止まった人に対する処置を

救命処置と言います。

救命処置は、１分１秒でも早く行うことが

   必要です。１１９番通報し、救急車を要請し

ても、救急隊の到着時間は全国平均で約

10分間かかり、救急隊が来るまで何もしな

ければ、命が助かる可能性は極めて低くな

ります。

図１は、命が助かる可能性と時間経過を

示しています。心臓と呼吸が４分間停止すると、命が助かる可能性は、救命処置をした

場合が約40％であるのに対し、何もしなかった場合は、約20％と半減してしまい、救命

処置による効果が高いことがわかります。

       したがって、その場に居合わせた人が救命処置を行うことは、すぐに119番通報をす

ることと同様に重要なのです。

２ 心停止の予防

【 子どもの場合 】

子どもの突然死の主な原因には、けが（外傷）や、溺水、窒息などがあります。

【 成人の場合 】

成人の突然死の原因には、急性心筋梗塞や脳卒中があります。

         これらは生活習慣病ともいわれ、生活習慣の改善でその発症リスクを減らすことが

できます。

「救命の連鎖」における「心停止の予防」は急性心筋梗塞や脳卒中の初期症状に

      気づいて救急車を要請することです。これによって、心停止にいたる前に医療機関で

      治療できる可能性が高くなります。
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図１ 救命の可能性と時間経過
（改訂６版救急蘇生法の指針2020より引用）



３ 救命処置の流れ
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４ 救命処置の手順

(1) 安全を確認する

倒れている人を発見した場合には、近寄る前に周囲の安全

を確認しましょう。

(2) 反応（意識）を確認する

「大丈夫ですか？」「もしもし」と声をかけながら、傷病者の

肩を軽くたたきます。

交通事故などの場合は、体をゆすったり、首を大きく動かさな

      いようにします。

このとき、傷病者の顔と救助者の顔があまり近づきすぎない

      ようにします。

(3) 大声で応援を呼ぶ

「誰かきてください！人が倒れています！」などと、大声で助けを求めます。

(4) １１９番通報をしてAEDを手配する

協力者がいれば１１９番通報とAEDの手配を依頼します。

         協力者がいない場合は、まず自分で１１９番通報をしてください。

また、すぐ近くにAEDがあることが分かっている場合は、AEDをとりに行きます。

(5) 呼吸をみる

傷病者のそばに座り、10秒以内で胸や腹部の上がり下がりを

見て、「普段どおりの呼吸」をしているかどうかを確認します。

「普段どおりの呼吸」がある場合は、様子を見ながら救急隊の

到着を待ちます。

【参考】
突然の心停止直後には「死戦期呼吸（しせんきこきゅう）」と呼ばれるしゃくりあげるような

途切れ途切れの呼吸が見られることがあります。胸や腹部の動きが普段通りでない場合は、
心停止と判断し、ただちに胸骨圧迫を行います。

救
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！119番の正しいかけ方～救急編～

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1141

(3) 誰か来てください！
(4) 【協力者がいたら】

あなたは、１１９番通報してください。
あなたは、AEDを持ってきてください！



(6) 胸骨圧迫を行う

普段どおりの呼吸がない場合、ただちに胸骨圧迫を行います。

強く（約５cm、小児は胸の厚さの約１/３）

速く（100～120回/分）

絶え間なく（中断を最小にします。）

①平らな硬い場所に仰向けに寝かせ、その横に膝立ちに

             なります。

②胸の真ん中にある胸骨の下半分に両手の付け根を重ね

             ます。

③肘を伸ばし、手の付け根に体重をかけ、傷病者の胸が

             約５cm沈むように強く、速く、絶え間なく圧迫します。

【 傷病者が子どもの場合 】

・ 小児の場合は、両手でも片手でもかまいません。

・ 乳児の場合は、胸の真ん中を、２本指（中指・薬指）で押します。

・ 圧迫の強さは、胸の厚さの約１/３程度です。

                 ・ 人工呼吸を行う意思がある場合には、30：２で胸骨圧迫に人工呼吸

                 を加えます。

(7) 人工呼吸を行う

胸骨圧迫を30回続けたら、人工呼吸を行う意思がある場合には、ただちに気道

         確保して人工呼吸を２回行います。人工呼吸のやり方に自信がない場合や、人工呼

吸を行うことにためらいがある場合には、胸骨圧迫だけを続けてください。

①気道確保

片手で傷病者の額を押さえながら、もう一方の手の人差し

         指と中指の２本を傷病者のあごの先端、骨のある硬い部分に

あてて頭を後ろにのけぞらせ、あご先を上げます。

このように、傷病者ののどの奥を広げ、空気の通り道を確保

         する方法を「頭部後屈あご先挙上法」と呼びます。

②人工呼吸

気道確保したまま、額に当てた手の親指と人差し指で傷病

         者の鼻をつまみます。傷病者の口を自分の口で覆い、１秒かけ

         て吹き込み、胸が軽く膨らむのを確認します。

これを２回行います。（成功失敗に関わらず２回まで）
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乳児の場合は、口と鼻を同時に覆って息を吹き込みます。

感染防止用シートを持っていると役立ちます。



(８) 胸骨圧迫と人工呼吸の繰り返し（心肺蘇生法）

30回の胸骨圧迫が終わったら、人工呼吸を２回行います。

この胸骨圧迫30回と人工呼吸２回の組み合わせ（30:２）を

救急隊に引き継ぐまで繰り返します。

(9) AED（自動体外式除細動器）が到着したら

            心肺蘇生を行っている途中で、AEDが届いたらすぐに

          AEDの準備を始めます。

AEDは、電源を入れると音声メッセージとランプで、実施

          すべきことを指示してくれますので、落ち着いて操作しましょう。

①電源を入れる

AEDのふたを開けて、電源ボタンを押します。

（ふたを開けると自動的に電源が入る機種もあります。）

②電源パッドを貼る

パッドを袋から取り出し、傷病者の胸に直接電極パッドを

貼ります。

③心電図の解析

電極パッドを貼ると、自動的に心電図の解析が始まります。

救
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胸骨圧迫と人工呼吸

【 ほかに手伝ってくれる人がいる場合 】

疲れてくると気づかないうちに圧迫が弱くなったり、

テンポが遅くなったりするので、１～２分を目安に役割を

交代します。

手の組み方と

圧迫位置

身体の体重をのせ、
傷病者と垂直な姿勢 圧迫・肘を伸ばした姿勢

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

成人に対する心肺蘇生法

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1137



④電気ショックと心肺蘇生法の再開

Ⅰ「電気ショックが必要です」とメッセージが流れたら、

               誰も傷病者に触れていないことを確認してショックボタン

               を押します。

電気ショックが終わったら、すぐに胸骨圧迫から心肺蘇

               生を再開します。

Ⅱ「ショックは不要です」とメッセージが流れたら、ただち

               に胸骨圧迫から心肺蘇生を再開します。

⑤AEDの使用と心肺蘇生の継続

心肺蘇生を再開して２分ほど経ったら、再び、AEDが自動

               的に心電図の解析を行います。

音声メッセージに従って、傷病者から手を離し、周りの人も

               傷病者から離れます。

５ 回復体位

反応はないが正常な呼吸をしていて、吐物等による

窒息の危険がある場合などは、『回復体位』をとらせます。
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！AEDの使い方

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1138

【 回復体位 】

下あごを前に出し、上側の手の甲に傷病者の顔をのせます。

さらに、上側の膝を約90度曲げて、傷病者が後ろに倒れないようにします。

【 電極パッド使用上の注意事項 】

・ 電極パッド（小学生～大人用パッドと未就学児用パッド）

AEDには小学生～大人用と未就学児用の２種類の電極パッドが入っている場

合があります。小学生以上の傷病者には、小学生～大人用の電極パッドを使用し、

未就学児用の電極パッドは使用しないでください。

小学校に入るまでの小児（未就学児）には、未就学児用の電極パッドが入って

いればこちらを使用します。

・ 傷病者の胸が濡れている場合

タオル等で拭き取ってから電極パッドを貼ります。

・ 心臓ペースメーカーや除細動器が植め込まれている場合

電極パッドを貼る位置にペースメーカー等の出っ張りがあるときは、ペースメー

カー等を避けて電極パッドを貼りつけてください。
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①出血部位を確認します。

②きれいなガーゼ、ハンカチなどを傷口に当て、その上から

手で数分間、圧迫します。

   なお、止血を行うときは、感染防止のため血液に直接ふれ

ないように、できるだけビニール袋などを使用します。

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！出血時の対応

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1139

【傷病者に反応（意識）がない場合】

① ただちに心肺蘇生の手順を開始します。

② 助けを呼ぶことや119番通報が済んでいない場合には、ただちに行います。

③ 心肺蘇生を行っている途中で、口の中に異物が見えた場合は、異物を取り除きます。

６ 気道異物の除去（口やのどに食べ物が詰まった場合）

傷病者に「喉が詰まったの？」とたずね、声が出せず、うなずくようであれば窒息と判

断し、ただちに気道異物の除去をします。

なお、傷病者が咳をすることが可能であれば、できるだけ咳を続けさせます。

(1) 背部叩打法（はいぶこうだほう）

・ ひざまずいて、傷病者を自分の方向に向けて横向きに

寝かせます。

・ 手の付け根で肩甲骨の間を力強く、何度も連続でたた

きます。

・ 傷病者が座っている場合や、立っている場合は、傷病者

の後ろに回ります。

(2) 腹部突き上げ法（ふくぶつきあげほう）

・ 傷病者の後ろから腕をまわし、抱えるようにします。

・ 手で握りこぶしを作り、その親指側を傷病者のへそ

より上でみぞおちの下の方に当てます。

・ その握りこぶしをもう一方の手で握り、すばやく手前

上方に向かって圧迫するように突き上げます。

※妊婦（あきらかにおなかが大きい場合）や乳児には

行ってはいけません。

□ その他の応急手当
１ 止血方法

出血時の止血方法は、出血部分を直接圧迫する直接圧迫止血法が基本です。



２ やけど（熱傷）の応急手当

(1) やけどの応急手当

・ すぐに水で冷やします。

・ やけどを冷やすと痛みが軽くなるだけでなく、やけどが悪化する

ことを防ぎ、治りを早くします

(2) やけどの程度と留意点

ア 一番浅いやけどの場合

日焼けと同じで皮膚が赤くヒリヒリと痛むが、水ぶくれ（水泡）はできません。

イ 中ぐらいの深さのやけどの場合

水ぶくれができるのが特徴です。水ぶくれは、傷口を保護する役割があるので破か

ないようにし、水で冷やし、ガーゼ等で保護しながら医療機関を受診するようにします。

ウ 最も深いやけどの場合
水ぶくれにならずに、皮膚が真っ白になったり、黒く焦げたりします。

エ 火事などで煙を吸ったときは

やけどだけでなく肺が傷ついている可能性があるので、救急車で医療機関に行く

必要があります。

３ 熱中症に対する応急手当

(1) 熱中症とは

暑さや熱によって体の中の水分や塩分が失われたり、体温が上昇したりすることで起

きる障害のことです。吐き気、めまい、たちくらみ、こむら返り、大量の発汗といった症状が

        おこります。

(2) 熱中症の予防方法

・ 塩分入りの水分をこまめに補給しましょう。（スポーツドリンクが便利です。）

・ 気分が悪くなったら休憩を取りましょう。

・ 屋内では、風通しをよくし、室温管理に注意しましょう。

（熱中症は屋外での運動中になるというイメージがありますが、屋内にいる高齢者の

方もよくかかります。運動をせず、大量の汗をかいていないとしても、暑く、風通しの悪

い室内では熱中症になりやすいです。）

(3) 熱中症になってしまったら

体を冷やし熱を下げることが大切です。

冷却は、首の横やわきの下、足の付け根など、太い血管のある

部分に氷や濡れたタオルをあてて冷やします。
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やけどは、すぐに水道水などの清潔な流水で痛みがやわらぐまで、10～20分程度、

十分に冷やすことが大切です。

これは、痛みがやわらぐだけでなく、やけどの悪化を防ぐためです。

また、洋服を着ている場合は、衣服ごと冷やします。



熱中症は、重症化すると死に至る緊急事態です。

炎天下での作業やスポーツなどで発症するだけでなく、高温多湿な室内にいる高齢者

や、炎天下の乗用車に残された子どもが発症することもあります。

意識がない場合や、もうろうとしている場合は、すぐに救急車を呼びましょう。

４ 骨折時の応急手当

(1) 骨折の部位を確認します。

・ どこが痛いか聞きます。

・ 痛がっている所を確認します。

・ 変形や出血がないか見ます。

(2) 骨折の部位を固定します。

・ 協力者がいれば、骨折しているところを支えてもらいます。

・ 傷病者が支えることができれば、自ら支えてもらいます。

・ そえ木、重ねた新聞紙、雑誌等を当てます。

・ 骨折部位を三角巾などで固定します。

・ 変形部位を無理に元に戻さないようにします。

救
急
研
修

34

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！熱中症対策

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1134

【 ポイント 】

・ 確認する場合は、痛がっているところを動かさないようにします。

・ 骨折の状態を確認します。（変形、骨が飛び出しているなど）。

・ 骨折の疑いがあるときは、骨折しているものとして手当てをします。

【 ポイント 】

・ そえ木は、骨折部の上下の関節が固定できる長さのものを準備します。

  ・ 固定するときは、傷病者に伝えてから行い、顔色や表情を見ながら固定します。

・ 指先は状態を確認するため、三角巾などで隠れないようにします。

三角巾での腕のつり 足の固定 段ボール等を使用した下肢の固定

雑誌を利用した

前腕部の固定



5 三角巾の取扱い

(1) 三角巾（包帯）の使用目的

・ 傷に当てたガーゼなどが動かないように固定します。

・ しっかり巻くことにより出血を止めます。

・ 骨折した時のそえ木を固定します。

(2) 三角巾の名称

(3) 三角巾の使い方

・ たたみ三角巾

傷の被覆、圧迫止血、支持、固定用包帯として広く活用できます。

(4) 三角巾の使い方

・ 本結び

三角巾の基本的な結び方です。８つ折りのたたみ三角巾を使用します。
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頂点

辺

底辺
端（端末） 端（端末）

辺

２つ折りたたみ三角巾 ４つ折りたたみ三角巾 ８つ折りたたみ三角巾

Bを上にあげ

Aの内側から

Aの下側を通し
外側に出します。

Bの上にAを
重ねます。

AをBの上外側

から下を通し内

側に出します。

A、Bの上外側
から下を通し内
側に出します。

A、Bの両端
を引き、しっ
かりしめます。

【 ポイント 】

・ 手は清潔にします。

・ 傷口には消毒したガーゼ等を当てます。

・ 三角巾は、床につけないよう使用し清潔を保ちます。
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【 ポイント 】

・ 傷病者の状態、ケガの部位や病気の種類により、最適な方法で運びます。

・ やむを得ない場合にとどめ、努めて複数の者により搬送を心がけます。

【 注意点 】

徒手搬送は、いかに慎重に行っても傷病者に与える影響が大きいことを認識して、
必要最小限にとどめます。

□ 搬送法
傷病者の搬送は、応急手当がなされた後に行ったり、危険な場所から安全な場所に

移動させるものであり、傷病者に苦痛を与えず、安全に搬送することが大切です。

１ 担架搬送法

担架搬送は、傷病者の応急手当を行った後、保温をして、原則として足側を前にし搬送

    します。搬送中は、動揺や振動をできるだけ少なくします。

2   応急担架作成方法

(1) 物干しざおと毛布による担架

毛布の中心（長辺と垂直）に物干しざお１本を置き、片方の毛布を折り返します。

さらにその中心に２本目の物干しざおを置き、毛布の端（１本目の物干しざおがない

方）を折り返し、折り返ししろを取ります。

(2) 衣服を用いた担架

５枚以上の上着を準備し、ボタンがあればかけたまま、両そでから物干しざおに通しま

す。

(3) 毛布やシーツを用いた担架

ご家庭にある毛布やシーツで図のように傷病者をくるんで

搬送する方法です。

傷病者の胸腹部を圧迫することが多いので注意します。

３ 徒手搬送法

担架等が使用できない場合に、傷病者を安全な場所へ緊急に移動させるために用い

られます。

(1) １名で搬送する方法

       ア 背部から後方に移動する方法で、おしりを持ち上げるようにして移動させます。

       イ 背負って搬送する方法で、傷病者の両腕を交差または平行にさせて、両手を持って

搬送します。

ウ 横向きで搬送する方法で、小児、乳児や小柄な人は横向きにした方が搬送しやす

          くなります。
ア

イ ウ



(2) ２名で搬送する方法

          ア 傷病者の前後を抱えて搬送します。

          イ ２名で手を組み傷病者をその間に座らせ搬送します。

(3) ３名で搬送する方法

          ・ ２名が片側で、足と頭を抱え、もう一人は反対側から体幹部を抱えて搬送します。

□ あんしん救急

迅速な救急車の現場到着や、病院までの救急搬送を維持していくため、

「あんしん救急-知って予防！救急車」のキャッチフレーズのもと、日ごろの

備え、困ったときの相談先、緊急時の119番通報といった場面に応じた対

応を市民の皆さまに知っていただけるよう必要な情報をお届けしています。

この取組を通じて、救急について理解を深めていただき、救急車の適正

な利用について考えていただくようお願いします。

介護が必要になるきっかけの多くが「骨折・転倒」です。加齢に伴う筋力低下や骨・

関節の疾患など運動器の障害がおこり「立つ、座る、歩く」などの移動能力が低下し、転倒
しやすい状態になることがあります。

横浜市が開発したトレーニング「ハマトレ」に取り組んで、転ばない体づくりをしましょう！
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【 ポイント 】

・ 足側の膝をつき、頭側の膝を立てて折り膝とします。

・ 両腕を傷病者の下に十分入れてから抱え上げます。

・ ３名が同時に行動します。

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！搬送法

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1140

【 ポイント 】

・ 傷病者の首が前に倒れる恐れがあるので、気道の確保に注意

  します。

・ お互いに歩調を合わせ、傷病者に動揺を与えないようにします。

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！ケガの予防対策

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-kyukyu/?q=1133

ア

イ







よこはま地震防災市民憲章〔行動指針〕
(備え) 
１ 自宅の耐震化と、家具の転倒防止をしておきます。

２ 地域を知り、地域の中の隠れた危険を把握しておきます。

３ 少なくとも3日分の飲料水、食料、トイレパックを備蓄し、消火器を設置しておきます。

４ 家族や大切な人との連絡方法をあらかじめ決めておきます。

５ いっとき避難場所、地域防災拠点や広域避難場所、津波からの避難場所を確認してお

きます。

６ 家族ぐるみ、会社ぐるみ、地域ぐるみで防災訓練に参加します。

(発災直後) 
１ 強い揺れを感じたら、命を守るためにその場に合った身の安全を図ります。

２ 怖いのは火事、揺れが収まったら速やかに火の始末を行います。

３ 近所のお年寄りや障害者の安否を確認し、余震に気をつけながら安全な場所へ移動し

ます。

４ 避難する時は、ガスの元栓と電気のブレーカーを落とし、備蓄食料と常用薬を持って行

きます。

５ 断片的な情報しかない中でも、噂やデマに惑わされないよう常に冷静を保ちます。

６ 強い揺れや長い揺れを感じたら、最悪の津波を想定し、ためらわず大声で周囲に知らせ

ながら 高いところへ避難します。

(避難生活) 
１ 地域防災拠点ではみんなが被災者。自分にできることを見つけて拠点運営に協力します。

２ 合言葉は「お互いさま」。拠点に集まる一人ひとりの人権に配慮した拠点運営を行います。

３ 避難者の半数は女性。積極的に拠点運営に参画し、女性の視点を生かします。

４ 子どもたちの力も借りて、一緒に拠点運営を行います。

５ 消防団員も拠点運営委員も同じ被災者。まずは感謝の言葉を伝えます。

６ 「助けて」と言える勇気と、「助けて」に耳を傾けるやさしさを持ちます。

(自助・共助の推進) 
１ あいさつを手始めに、いざという時に隣近所で助け合える関係をつくります。

２ 地域で、隣近所で、家庭で防災・減災を学び合います。

３ 子どもたちに、大地震から身を守るための知恵と技術、そして助け合うことの大切さを教え
ます。

４ 横浜はオープンな街、訪れている人みんなに分け隔てなく手を差し伸べます。

５ 私たち横浜市民は、遠方の災害で被災した皆さんにもできる限りの支援をします。
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□ 地震の知識
１ 横浜市の地震被害想定

大地震でどのような影響が出るのかをあらかじめ想定しておくことは、減災行動を考

える上で重要です。そこで、東日本大震災の教訓から、科学的知見や蓄積してきた地震

関連のデータをもとに、学識者やライフライン事業者とともに議論を重ね、被害想定を策

定しました。

市防災計画における地震対策の主たる想定地震は、「相模トラフ沿いで発生するマグ

   ニチュード８クラスの地震（元禄型関東地震 M8.1）」としています。

【地震被害想定：元禄型関東地震で想定、津波は慶長型地震で想定（出典：防災よこはま）】
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強い揺れによる
建物全半壊棟数

火災による建物
消失棟数

液状化による
建物全半壊棟数

急傾斜地崩壊
による建物
全半壊棟数

津波による建
物全半壊棟数

137,100棟 77,700棟 7,880棟 ４４３棟 27,000棟

建物倒壊による
死者数

火災による
死者数

避難者数 帰宅困難者数
津波による

死者数

1,700人 1,550人 577,000人 455,000人 595人
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！災害時の備蓄について

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-jisin/?q=1128









４ 地震による出火を防ぐ

（１） 地震による出火防止対策の必要性

大地震時に火災が発生すると、住宅が密集する地域などでは火災が広がる可能

      性が高く、多くの被害に繋がるので、地震時の出火防止対策はとても重要です。

（２） 大地震時の電気火災

近年の大地震に伴う火災では、電気を出火原因とするものが多くなっています。

          阪神・淡路大震災では、地震発生後すぐに停電し、通電が再開されたときに、倒壊

      した家屋や家具の下の電気ストーブや電気器具等からの出火が、多く見られました。

          また東日本大震災でも、火災が110件発生しましたが、電気を出火原因とする火

      災が６割強を占めています。

・ 感震ブレーカー等の設置

電気による出火を防ぐためには、避難時にブレーカーを遮断することなどが効果

的ですが、大地震発生時にとっさにそのような行動がとれるとは限りません。 その

ようなときに効果を発揮するのが、感震ブレーカーです。感震ブレーカーとは、設定

値以上の震度の地震発生時に自動的に電気の供給を遮断するもので、各家庭に

設置することで出火を防止し、他の住宅等への延焼を防ぐことで、被害を大きく軽

減することができます。

①分電盤タイプ

ご家庭の分電盤に、一定の震度を感知して電気を遮断する機能が付いたもので、

基本的には全ての電気が遮断されます。電気を使用する医療器具等があるご家庭

          などでは、設置について注意が必要です。
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(10) 横浜市避難ナビ
横浜市避難ナビは、一人ひとりの避難行動を平時「いま」から災害時「いざ」まで

一体的にサポートするアプリです。
マイ・タイムラインの作成をはじめ、避難所検索やハザードマップの確認を行うこと

ができます。
災害時には、マイ・タイムラインと連動した避難情報がプッシュ通知され、解説して

いる避難場所やルートの検索もできます。
          災害への備えとしてぜひご活用ください。

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-sai
gai/moshimo/wagaya/20220215102136089.html

                                                                 

 

□ 地震への対応

１ その場にあった身の安全
（1） 家の中にいたら？

ア 落下物から身を守る
・ クッションや座布団、布団や枕など、身近なもので頭を守り
ましょう。
・ 丈夫な机の下などに身を隠しましょう。
・ ガラスの破片などでケガしないように、履物を履いて行動しましょう。

イ 外に飛び出さない
屋外には、落下物が多いのであわてて外に飛び出さないようにしましょう。

ウ 出口を確保する
・ 家の中に閉じ込められないようにドアを開けて出口を確保しましょう。
・ マンションなどでは、避難する時にエレベーターは使用しないようにしましょう。

（２） 屋外にいたら？
ア 落下物、倒壊物から身を守る

・ カバンなどで頭を守りましょう。
・ 繁華街などでは、看板や外壁などが落下する危険があるので、なるべく建

                物から離れましょう。
・ ブロック塀や自動販売機は、崩れたり倒れてくるおそれがあるので、

                すばやく離れましょう。
・ 倒れそうになった電柱や垂れ下がった電線には、危険なので

                近づかないようにしましょう。
・地割れや陥没した場所には、近づかない。
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地震時の措置３原則
１ その場にあった身の安全 ２ すばやく火の始末 ３ となり近所の助け合い
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【 液状化現象 】

地震等の揺れにより、地盤が軟化する現象をいいます。特に埋立地、湖や川の近く

        で起こりやすく、地面の隆起や陥没が起こる可能性があります。

また、それに伴い建物が倒壊するおそれもあります。

（3） 外出中に地震があったら？
多くの人が出入りする施設では、階段で将棋倒しになったり、出口に殺到するおそれ

      があります。係員や館内放送の指示に従い、冷静に行動しましょう。

ア デパートやスーパーでは

・ 陳列棚から離れ、柱や壁際に身を寄せましょう。

・ バッグや買い物カゴをヘルメット代わりにして頭を守りましょう。

イ 劇場や映画館では

椅子の間にしゃがみ、照明などの落下物から頭を守りましょう。

ウ オフィスでは

・ 書類棚やロッカー、コピー機などから離れて身を守りましょう。

・ 机や作業台の下に身を隠しましょう。

（4） エレベーターに乗っていたら？
エレベーターに乗っているときに地震があった場合は、冷静に対処しましょう。

・ 全ての階のボタンを押す

揺れを感じたら、全ての階のボタンを押し、停止した階で外に出ましょう。

また、閉じ込められた場合は、無理に脱出してはいけません。

・ 落ち着いて救助を待つ

非常ボタンやインターホンで防災センターなどと連絡を取り、救助が来るま

でしばらく時間がかかる場合があるので、しゃがんで体力の消耗を防ぎましょう。

※避難する際にはエレベーターは使用しないようにしましょう。

（5） 車を運転していたら？
ア ゆっくり停車する

・ ハンドルをしっかり握り、急ブレーキはかけず、徐々に速度を落とす。

・ 交差点などには停車せず、道路の左側や広場などに停車し、

             エンジンを止める。

・ カーラジオなどで情報を確認する。

イ 緊急車の通行の妨げになるので、車では避難しない。

ウ 鍵はかけずに避難する

・ 車を離れる際は、窓を閉めドアロックはせず、キーをつけたままにする。

・ 離れる時間、連絡先のメモを残す。

・ 車検証や貴重品は忘れずに持っていく。
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（６) 電車やバスなどに乗っていたら？
ア 急ブレーキに備える

・ 立っている場合は、手すりやつり革などにつかまり、

                姿勢を低くしましょう。

・ 座っている場合は、前かがみになって手で頭をおおい、腰から足に力を入れ

                ましょう。

□ 地震発生後の対応方法
１ すばやい火の始末

地震の恐ろしさには、地震そのものと、二次的に発生する火災があります。関東大震

災の時の横浜、東京がその例です。震災時に火災を出さないことは、非常に重要です。

(1)  火の始末のチェックポイント

・ 無理をして火を消しにいくことにより、調理器具の落下等で火傷などを負う場合

         があります。大きな揺れのときは、すぐその場から離れ、揺れがおさまってから消火し

         ましょう。

・ 最大の揺れがおさまったら、今あなたの家のどこに“火”の出る危険があるか確

認してください。

※ガスの場合は、揺れを感じて自動的にガスの供給を停止する

         ガス漏れ遮断器（ガスマイコンメーター）がほとんどの家庭に設置

         されていますので、特性や使い方を十分に理解しておきましょう。

（２） ブレーカーを切ることを忘れずに
阪神・淡路大震災では、地震発生後すぐに停電し、その後、通電が

再開されたことで火災が多数発生しました。これは、通電が再開され

た時に、倒壊した家屋や家具の下の電気ストーブや電気器具などか

ら出火したものです。避難する時は、電気ブレーカーを切り、すべての

コンセントを抜くようにしましょう。

ただし、大地震発生時にとっさにそのような行動がとれるとは限りません。

設定値以上の震度の地震発生時に、自動的に電気の供給を遮断する「感震ブレー

カー」の設置も検討しましょう。

（３） ガスの元栓も閉めましょう！

ガスの復旧により、ガス漏れが発生することも考えられます。

         避難する時は、ガスの元栓も閉めましょう。

２ 隣近所の助け合い

     大地震発生時には、消防車や救急車がすぐに現場に駆けつけられるとは限りません。

火災や人命救助の必要があるとき、あるいは避難する場合など

  となり近所の助け合いが必要になります。日ごろから有事の際には

  協力できる関係を作っておきましょう。
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３ 避難について

避難は、火災により建物が延焼するなど、生命に危険が及ぶようになった場合、住宅

が倒壊又は倒壊の危険がある場合、又は津波発生のおそれがある場合に必要です。

(1) いつ避難を始めるのか？

・ 初期消火ができず、火が燃え広がる危険が高いとき。

・ 周辺の状況から避難の必要があると判断したとき。

・ 市職員、消防職員、消防団員、警察官の指示があったとき。

・ テレビ・ラジオを通じて、また広報車などで情報を知らせることになっています。

（2） 避難する際の注意事項

・ 頭や体を保護して動きやすい服装にしましょう。

・ 幼児、高齢者、病人などを優先的に避難させましょう。

・ デマに惑わされず、正確な情報を入手しましょう。

・ 非常持ち出し品のほかは、持たないようにしましょう。

・ 自動車による避難は絶対やめましょう。

・ 切れた電線には触らないようにしましょう。

（３） 避難経路の選択

・ 通る道の付近に火災は起きていないか、建物は倒壊していないか、地割れなどは

        ないか、などを確認しましょう。

・ ブロック塀や自動販売機などの近くは避けましょう。

・ 日ごろから避難するのに適しているか確かめておきましょう。

・ 避難路は少なくとも２コース以上を検討しておきましょう。

（４） 避難する場所を知っていますか？

          まずは家の近くの公園や広場など安全な場所に避難します。その後、建物の倒壊

      や火災の発生などの状況に応じて、地域防災拠点や広域避難場所に避難します。

※自宅建物が火災や倒壊の危険がないときは、あえて避難の必要はありません。

横浜市では、身近な市立の小学校・中学校等を地域防災拠点に指定しており、

防災備蓄庫の設置、防災資機材、食料等の備蓄を進めています。

（参考）避難場所等の図記号

※上図の避難場所などの図記号に災害種別図記号等を併記して避難場所等の標識

整備が今後行われていきます。
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

 ３分でわかる！在宅避難について

 https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-jisin/?q=1127
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（5） 山や川にいたら？

・ 山崩れ（土砂崩れ）やがけ崩れ、落石に注意し、がけからできる

         だけ遠くに逃げましょう。（特に過去に山崩れやがけ崩れがあった

         場所は危険）丘陵地や造成地でも、地割れやがけ崩れが起こる

         危険性があります。

・ ダムやため池などが決壊し、「山の津波」が発生するおそれが

         あるので、川や谷底からは離れましょう。川から逃げる場合は、川

         と垂直方向に逃げましょう。

(６) 自宅や職場が海に近かったら？海にいるときに地震が起きたら？

ア 津波からの避難のポイント

・ 津波警報などや避難勧告・指示などが出されない場合でも、大きな地震の

                揺れを感じたときは、避難行動をとる心構えが重要です。

・ 「海抜５ｍ以上の高台」、又は「鉄筋コンクリートなどの頑丈な建物の３階以

                上」を目安に避難しましょう。

・ 津波は何度も押し寄せる可能性があるので、津波警報が

                解除されるまで海や川、海岸には絶対に近づかないようにし

                ましょう。

・ 川をさかのぼって内陸に到達する可能性があります。

・ 避難する時は、周りのみんなにも大声で避難を呼びかけましょう。

・ 自動車による避難は、やめましょう。

（自立歩行が困難な要援護者等が避難する場合、その他やむを得ない場

                合があるときを除く。）一斉に車で避難すると渋滞が発生し、逃げ遅れてしまう

可能性があります。

イ 自宅や職場などでできる津波避難対策

津波から避難するためには、今自分がいる場所がどのくらいの高さであるかを

知っておくことが必要です。

そのため、沿岸地域を中心に設置している「海抜表示」や、

「津波からの避難に関するガイドライン」に掲載している「避難対象

区域図」、市のホームページに掲載している「わいわい防災マップ」

の都市計画基本図などにより、自らの生活圏や普段よく訪れる場所

などの高さを確認しておいてください。

【 津波避難施設や避難ガイドラインについて 】

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-
saigai/map/tsunami/tsunami.html
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５ 災害時要援護者について

私たちの中には、高齢者や障害のある人、乳幼児や妊産婦など災害が起きたとき、何

らかの支援が必要な人たち（「災害時要援護者」といいます。）がいます。

また、災害時には、けがを負い、誰もが災害時要援護者になるおそれがあります。

災害時要援護者が災害から身を守るためには、本人、家族などによる十分な事前準

備が必要です。また、周りの人たちが災害時要援護者のことを理解し安否確認、避難支

援などの手助けをすることや、避難場所で必要な配慮をすることが大切です。

【 日ごろからできること 】

・ 日ごろから、住民同士のコミュニケーションを図ることを心がけましょう。地域には、

        高齢者や障害者などの災害時要援護者をはじめ、様々な事情のある人がいます。

隣近所の人や地域の人と、声を掛け合える関係をつくりましょう。

・ 地域で支援が必要な人を日ごろから把握し、情報の管理方法などについて、事

前に決めておきましょう。地域で支援が必要な人の名簿について、区役所から提供

を受けることもできます。

・ 定期的に防災訓練などに、地域の災害時要援護者も参加してもらいましょう。

誰が声を掛けるか、避難の手助けをするかなど、あらかじめその人の支援者を決

めておくのもよい方法です。

また、避難経路に、道の幅がせまいところがないか、地震などの際に危険なところ

がないかなど、確認しておきましょう。

【 災害が起きたら 】

・ 自分の身の安全を確保できたら、近所の人と声を掛け合って避難しましょう。

・ 家族だけでは困難な時には、手助けを頼みましょう。単独での行動はせずに、身近

な人たちと集団で行動します。

・ 目や耳の不自由な人には周りの状況を教え、必要に応じて一緒に避難しましょう。
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（3） 風と被害の目安

※出典 気象庁ホームページ

【 河川の洪水に関する用語の説明 】

※出典 気象庁ホームページ

２ 土砂災害の基礎知識

近年、日本各地で発生する「局地的な大雨」や「集中豪雨」により、がけ崩れや土石流

  が起こり、多くの被害が発生しています。横浜市内においても平成26年10月に台風18

  号に伴う土砂崩れが発生し、中区と緑区で死者が１名ずつ発生しました。横浜市内はが

  けが多く存在し、がけ崩れが発生すると大きな災害となることが予想されます。土砂災害

  の基礎知識を身につけ、被害を未然に防ぎましょう。
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用語 説明
水防団

待機水位
水防団が待機する水位。住民に行動を求めるレベルではない。

氾濫注意
水位

増水時に災害が起こるおそれがある水位。河川の氾濫の発生に注
意を求めるレベルに相当する。

避難判断
水位

住民に対し氾濫発生の危険性についての注意喚起を開始する水
位。市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の発表判断の目安

氾濫危険
水位

洪水により相当の家屋浸水などの被害を生ずる氾濫の起こるおそ
れがある水位。市町村長の避難指示などの発令判断の目安





□ 風水害・土砂災害への備え
台風、大雨、洪水は地震と違い突然やってくるわけではありません。事前の準備や備

     えが災害発生の防止に役立ちます。

１ 風水害への備え

 (1)  普段の心得

日頃から家や周囲を点検して必要な箇所の修理、補強等の対策を講じておきましょ
う。

 (2) 情報収集
自分の住む地域の危険箇所や避難場所を知っておくことは大変重要なことです。
横浜市では、市民の皆様がもしもの時に備えるための様々な情報提供を行ってい

ます。

         ア 横浜市防災情報ポータル

https://bousai.city.yokohama.lg.jp/

横浜市防災情報ポータルでは防災情報として、①緊急情報、②気象情報、③地

           震情報、④避難情報、⑤避難所の開設情報などを見ることができます。
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チェック 内容
□ 排水溝（下水溝）のごみや泥を取り除き、水はけを良くしておきましょう。

□
屋根、外壁、窓ガラス、ブロック塀などはふだんから点検しておき、不備な所は
補修しておきましょう。

□ 煙突、アンテナ及び看板などは、針金などを使って補強しておくと良いでしょう。

□
電気の引込線のたるみや破損は、火災や感電の危険がありますので、電力会
社に連絡して補修してもらいましょう。

□ 停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオと予備の電池を準備しておきましょう。

□
住居付近の地形や道路・施設などの状況をよく見て、危険箇所や避難場所を
確認しておきましょう。

 



イ 横浜市防災情報

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bo

usai-saigai/iza/information.html

              横浜市域の雨量・潮位・河川水位の状況等をリアルタイムで提供しています。

 ウ 浸水（内水・洪水・高潮）ハザードマップ

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bo
usai-saigai/map/shinsui/sinsuiHM.html
内水ハザードマップは、大雨時に想定される下水道や水路に起因した浸水区域

       や水深などの様々な情報をまとめたものです。洪水ハザードマップは、大雨により

         河川のはん濫が予想される場合や、実際にはん濫した場合に、迅速な避難行動等

         をとっていただくために、作成されたものです。高潮ハザードマップは、高潮による

         氾濫が発生した場合に、迅速な避難行動等をとっていただくために作成されたも

         のです。

 エ 水防災情報

https://mizubousai.city.yokohama.lg.jp/

台風や大雨の際の防災活動や避難等緊急時に活用していただけるよう、横浜

           市を中心とした主要河川の水位及び河川の様子を確認することができます。

 
※その他、P51の５ 各種情報の入手方法を参照してください。

２ 土砂災害への備え

     土砂災害の発生と雨は密接な関係があり、特に次のような場合に発生すると言われて

  います。 

① 1時間に20mm以上、又は降り始めてから100mm以上の雨量になったら特に注

意が必要です。
② 前から降って地中にしみ込んだ水の量が多いほど発生数や規模が増します。

③ 雨が止んで晴れ上がってから２～３時間後に災害が起きることがあります。

④ 雨量だけでなく、斜面の傾き、地質、植生なども関係することがあります。土砂災害

で怖いのは、一瞬にして発生するということです。しかし、日頃からの準備と前兆を

知っておくことで、もしもの時に被害を避けることができます。
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【よこはま防災e-パーク 関連動画】

３分でわかる！風水害への備え
https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-husuigai/



(1) 土砂災害の前兆

※ 出典 内閣府政府広報室

 (2) 普段の備え

66

災害現象 主な前兆

がけ崩れ

・がけにひび割れがができる

・小石がパラパラと落ちてくる

・がけから水が湧き出る

・湧き水が止まる

・湧き水が濁る

・地鳴りがする

地すべり

・地面がひび割れたり陥没したりする

・がけや斜面から水が噴き出す

・井戸や沢の水が濁る

・地鳴り・山鳴りがする

・樹木が傾く

・亀裂や段差が発生する

土石流

・山鳴りがする

・急に川の水が濁り、樹木が混ざり始める

・腐った土の匂いがする

・雨が降り続いているのに川の水位が下がる

・立木がさける音や石がぶつかり合う音が聞こえる
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チェック 内 容
□ 風で地盤を揺さぶる樹木は短く切っておきましょう（がけ付近は特に危険！）。

□
崩れそうな土砂は取り除き、ビニールシート等をかけて雨水の浸水を防ぎま

しょう。
□ よう壁の亀裂や変形、水抜き孔の詰まりがないか確認しましょう。



(3) 情報収集

横浜市では、台風や豪雨などにより土砂災害が発生した場合に被害がおよぶおそ

れのある区域を示した【土砂災害ハザードマップ】の公表を行っています。市民の皆

さまの避難行動等に活用してください。

【 土砂災害ハザードマップ 】

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/
kenchiku/bosai/gake/hmap.html

【崖地の改善工事の助成金制度】

横浜市では、崖地の所有者等が、擁壁の築造替え、既存擁壁の補強や自然崖の

法面保護などを行う場合に、その工事費の一部を助成する制度があります。

・横浜市崖地【防災・減災】対策工事助成金制度

お問合せ先：横浜市建築局建築防災課 TEL：（045）671-2948

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/

kenchiku/bosai/gake/

(4) 避難情報

横浜市では「レベル４土砂災害危険警報」の発表とともに、切迫度の高さ、災害リス

ク等を勘案し、一定の基準で選定した崖地及びその周辺の住民に対して「避難指示」

を発令します。

ア 土砂災害における防災気象情報

「レベル４土砂災害危険警報」が発表されている状況で、土砂災害発生の危険

度がさらに高まったときに、市町村長が避難指示等の災害応急対応を適時適切に

         行えるよう、また、住民の自主避難の判断の参考となるよう、対象となる市町村を特

定して警戒を呼びかけます。

イ 崖地の選定基準と即時避難指示対象区域
横浜市では、一定の基準に基づいてあらかじめ選定した崖地について、気象台

         からの「レベル４土砂災害危険警報」の発表とともに、切迫度の高さ、災害リスク等

         を勘案し、その崖地及びその周辺の住民に対し「避難指示」を発令します。崖地の

選定基準と対象となる崖地及び即時避難指示対象区域については次のとおりです。

【 崖地の選定基準 】

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saig
ai/iza/kodo/fusuigai/taifu/20141127134133.html

【 即時避難指示対象区 】

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saig
ai/iza/kodo/fusuigai/taifu/20160615135644.html
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３ 「警戒レベル」を用いた避難情報等の発令
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□ 水害・土砂災害への対応
浸水又は洪水などで危険を感じたときや市職員、消防職員、消防団員、警察官など

     から避難するよう要請を受けたときは、すぐ避難するようにしましょう。

１ 都市部における浸水被害

      都心部等では道路等の地表面がアスファルトやコンクリートに覆われ、雨水が地中に

 浸透しにくくなっています。また、近郊でも田畑などが宅地化され、これまで有していた保

水機能が低下しています。河川の整備が進んだことにより、かつてのような大河川からの

 はん濫は減少していますが、一方で、局地的な集中豪雨や計画規模を上回る降雨は増

 加傾向にあります。これにより、中小河川の洪水(河川氾濫)や河川、下水道施設で排水

 できない水による、はん濫(内水はん濫)が増える傾向にあります。中小河川からのはん

 濫や内水はん濫は、大河川のような家屋等の倒壊や流失は少ないものの、地下施設に

 おける浸水では、避難できずに閉じ込められて水死するという事例もありました。

2 避難のポイント

・ 歩ける深さは男性で約70cm、女性で約50cmが限界といわれています。腰まで水

深があるようなら無理せず、高所で救援を待ちましょう。
・ 服装は、活動しやすく、保温性があり、防水効果のあるものにします。

・ 裸足や長靴は厳禁です。ひもでしめられる運動靴を履きましょう。

・ 家族全員で隣近所の方と協力して避難しましょう。

・ 濁水で路面の様子が分からなくなることがあります。側溝や用水路に落ちないよう、

長い棒を杖がわりにして、安全を確認しながら歩きましょう。

・ 高齢者や身体の不自由な人は背負うなどして一緒に避難しましょう。避難に時間を

要する場合もあるため、早めに避難を開始してください。

・ 子ども連れで避難するときは、はぐれないようにお互いの体にロープ等で結びます。

・ 状況に応じて無理に避難所へ移動せず、近隣建物の２階以上など、浸水していな

い高いところへの避難も考えましょう。

・ 火の始末、戸締りを確実にしましょう。

３ 地下空間・地下施設等の危険性

     大雨のときには地下街や地下鉄、地下室は大変危険です。浸水の危険があるときは、

早めの避難が重要です。また、避難する際、アンダーパスと言われる地下通路は、冠水す

る可能性が高いので通らないよう気をつけましょう。 



・ 普段から危険性を認識し、避難経路を確認しておきましょう。

・ 止水板や土のう、あるいは身近な材料を用いて建物への浸水を防止しましょう。

ドアの開放のために、原則としてドアの開放方向には浸水防止のための土のうは置

かないようにしましょう。

・ 配電盤等の電気設備系統が浸水すると、停電や器具等の誤作動、感電の危険が

      あるので、防水措置や電源を切るなどの措置を取りましょう。

４ 土砂災害への対応

土砂災害の被害を見ると、多くは建物の１階で被災しています。どうしても避難場所へ

の避難が困難なときは、次善の策として、近くの頑丈な建物の２階以上に緊急避難する

   か、それも難しい場合は家の中でより安全な場所（がけから離れた部屋や２階など）に

   避難しましょう。万が一、土砂災害に巻き込まれてしまったら、いち早く救援者を呼ばなけ

   ればなりません。そのためには、大声を出す、物をたたく、防犯ベル・非常ベルを鳴らす、

   緊急通報システムで通報する、携帯ラジオのボリュームを最大にする。懐中電灯を点滅

   させる、携帯電話をかけるなど、あらゆる働きかけの努力をする必要があります。
土砂災害は一瞬にして発生します。

普段からの情報収集。少しでも危険を感じたら、発生前に早目の避難

□ 雷への対応
雷が聞こえるなど雷鳴が近づいてきているような場合には、落雷が差し迫っています。

速やかに安全な場所へ避難しましょう。

１ 雷に遭遇した場合

      雷は、雷雲の位置次第で、海面、平野、山岳など、ところを選ばずに落ちます。近くに高

いものがあると、これを通って落ちる傾向があります。グランドやゴルフ場、屋外プール、

堤防や砂浜、海上などの開けた場所や、山頂や尾根などの高いところなどでは、人に落

雷しやすくなるので、できるだけ早く安全な空間に避難してください。

鉄筋コンクリート建築、自動車（オープンカーは不可）、バス、列車の内部は、比較的

安全な空間です。

また、木造建築の内部も基本的に安全ですが、全ての電気器具、

   天井・壁から１ｍ以上離れればさらに安全です。

（出典：気象庁ホームページ「雷から身を守るには」）
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２ 安全な空間に避難できない場合

近くに安全な空間がない場合は、電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のてっぺ

   んを45度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から４ｍ以上離れたところに避難し

   ます。高い木の近くは危険ですから、最低でも木の全ての幹、枝、葉から２ｍ以上は離れ

   てください。姿勢を低くして、持ち物は体より高く突き出さないようにします。

      雷の活動が止み、20分以上経過してから安全な空間へ移動します。

（雷から身を守るには－安全対策Ｑ＆Ａ－：日本大気電気学会から引用）

（出典：気象庁ホームページ「雷から身を守るには」）

□ マイ・タイムラインの作成
マイ・タイムラインとは、台風や大雨の水害等、これから起こるかもしれない災害に対

     し、一人ひとりの家族構成や地域環境に合わせて、あらかじめ時系列で整理した自分

     自身の避難行動計画のことです。ハザードマップを確認して作成しましょう。

【 「横浜市避難ナビ」の活用 】

避難行動を平時「いま」から災害時「いざ」まで一体的に支援するための産学官の連
携により、「横浜市避難ナビ」を制作しました。

「横浜市避難ナビ」では、浸水疑似体験（AR）によって「意識を

醸成」し、マイ・タイムラインの作成など「事前の備え」を手軽に

行えます。災害時には、マイ・タイムラインと連動した避難情報の

通知により、適切な「避難行動」がとれるように支援します。

是非、ご活用ください。
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下記のURLから横浜市避難ナビをダウンロードできます。
https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-b
ohan/bousai-saigai/moshimo/wagaya/202202151
02136089.html
「横浜市避難ナビ」で検索
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下記のURLからマイ・タイムライン作成シートを
ダウンロードできます。

https://www.city.yokohama.lg.jp/
bousai-kyukyu-bohan/bousai-sai
gai/moshimo/wagaya/timeline.html

「横浜市 マイ・タイムライン」で検索

【よこはま防災e-パーク 関連動画】

風水害への備え：マイ・タイムラインの作成
https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/web-kateibousai-husuigai/?q=1130








